
国交省の発表では、想定し得る最大規模の降雨（１０００年に一度）により淀川が決壊した場合、三島地域において、広域かつ長期間の浸水被害が見込まれており、市町の区域を
越えた広域避難が必要。令和２年に国・府・関係市町（大阪市、吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町）で構成するWGを設置し、避難に係る計画や避難先の検討を進めている。

三島地域の広域避難に関する取組紹介等について

１

３．現在の取組

２．広域避難のシナリオ

４．今後の取組（協定締結）

１．摂津市域のハザード

➤ケーススタディでの課題検証

○想定される浸水被害が広域かつ長期間におよぶ摂津市を対象に、万博記念公園に広域避難を行う
想定をし、ケーススタディで課題を洗い出し、得られた知見をもとに地域全体や他の避難先に拡大。

➤ 施設利用に関する協定の締結

○首都圏における大規模水害広域避難検討会が令和４年３月にまとめた「広域避難計画策定支援
ガイドライン」等を参考に、令和６年１月に大阪府（危機管理室）と万博記念公園の施設管理者と
の間で施設利用に関する包括協定の締結。
○令和６年度は、関係者間での協議・調整を経て、避難を希望する自治体と施設管理者との間で、
広域避難に関する具体的な内容を示した細目協定の締結をめざす。

【協定締結のイメージ（首都圏の例）】

淀川・安威川の洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の重ね合わせ

● 府管理の154河川全てについて、洪水浸水想定区域図の作成完了 ➡ 降雨規模ごとのリスクを踏まえ、避難計画やタイムライン等の精度向上が必要
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